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 は下に凸であり、右図の台形 ABCDの面積 2S は、 
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, における接線 l を考え、線分 CDAB, との 

交点をそれぞれ FE, とすると、台形 AEFDの面積 1S は、S より小さい。 
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②＋③より 
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ここで、 2
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を解くと 3z であり、 1z を満たす。これを④の各辺に代入すると 
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(注) 
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